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「地域における在宅療養高齢者の服薬自己管理に関する実態調査」への 

ご協力のお願い 

拝啓 

 時下ますますご健勝のことお慶び申し上げます。 

現在、研究実施者の丸山智子は、西九州大学大学院に所属すると同時に、第一薬科大学看護学部で勤

務しております。今回は「地域における在宅療養高齢者の服薬自己管理に関する支援」について調査を

進めております。薬剤師および看護師と家族の連携の実態を把握し、よりよい連携方法を見出すことに

活用できると考えております。 

 研究への協力は、回答者の意志により決定したうえでマイクロソフト Forms 調査で行います。本調

査の回答をもって研究協力に同意したこととさせていただきます。得られた内容につきましては、本研

究以外の目的で使用することは一切ありません。尚、本調査は「西九州大学倫理委員会」の承認番号

（21NFG33）を得ていることを申し添えます。研究の趣旨をご理解いただき、調査にご協力ください

ますよう、心よりお願い申し上げます。なお、この調査に関しましてご意見・ご質問などがございまし

たら、下記の調査実施者までお問合せ下さい。                         

敬具                           

【問い合わせ先】 

調査実施者：西九州大学大学院 生活支援科学研究科 地域生活支援学専攻 博士後期課程 丸山智子 

〒815-8511 福岡市南区玉川町 14 番 第一薬科大学 看護学部       

   Tel：092-559-7331(代表)  E-mail：t-maruyama@daiichi-cps.ac.jp 

研究責任者：西九州大学大学院 生活支援科学研究科 地域生活支援学専攻教授 白田久美子(指導教員) 

〒845-0001 佐賀県小城市小城町 176-27 西九州大学 看護学部   

Tel ：0952-37-0244 E-mail：shirataku@nisikyu-u.ac.jp 

共同研究者：第一薬科大学 薬学部 地域医療薬学センター教授 窪田敏夫 

〒815-8511 福岡市南区玉川町 22 番 1 号 第一薬科大学 薬学部       

    Tel：092-541-0161(代表) E-mail：t-kubota@daiichi-cps.ac.jp 



1．研究の背景および目的 

 在宅医療を受けている高齢者は増加傾向にあり、多剤処方による転倒発生率の上昇、残薬発生などの

危険性を伴うケースもあります。服薬管理に関連する薬剤師と看護師では、情報共有の障壁や看護師側

が薬剤師の業務内容の低認知など、また家族は高齢者の服薬管理にあまり関与していないなどの問題が

あります。地域における薬剤師と看護師の連携に関する研究では、各役割の理解不足や不十分な連携が

若干ありましたが、家族も含めた研究は医中誌を含め見当たりませんでした。そこで本調査の目的は、

地域の在宅療養高齢者の服薬自己管理に対して、薬剤師および看護師と家族の連携の実態を明らかにす

ることです。 

2．研究の実態調査票 

調査対象：在宅療養高齢者の服薬自己管理に関わる薬局（1店舗）管理薬剤師 目標 100人程度 

調査方法：福岡市薬剤師会の同意を頂戴した後、Forms の QR コードや URL を記載した実態調査票を

福岡市薬剤師会から各薬局に配信をよろしくお願い致します。調査協力に同意の場合、各薬局で

Forms 調査で回答いただくことになります。尚、回答には 12分程度要します。 

3．調査協力の自由性および不利益を被らないことについて 

本研究の協力は自由意思であり、協力を拒否することもできます。協力を拒否することにより皆さん

に不利益を被ることは一切ありません。個人が特定できないように調査票は無記名とし、回答してもら

います。Forms調査は無記名のため、回答後に同意を撤回することはできないことをご了承ください。 

4．プライバシーの保護等について 

本研究は、個人情報を扱うものではありません。返信された調査票は、記号化して外付けハードディ

スクで保管します。保管場所は西九州大学看護学部 2 号館 4 階 白田研究室で 2 重施錠したうえで保管

します。研究終了後、全てシュレッダーで裁断・焼却します。結果を公表する場合は個人が特定できな

いようにいたします。また、調査票の内容は研究以外の目的には使用しません。 

5．研究成果の取り扱いについて 

調査結果は、在宅医療の服薬管理向上のために関連学会や学術論文として公表します。ただし、個人

や施設ごとの結果は公表せず、まとめたもののみを公表します。 

6．研究組織について 

 研究代表者 丸山智子、研究責任者 白田久美子、共同研究者 窪田敏夫、で実施します。 

7．問い合わせ先 

 上記の研究代表者 丸山智子、もしくは研究責任者 白田久美子、共同研究者 窪田敏夫、にご連絡下

さい。 


